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記 事

浅 沼 教 授 逝 く
.'

浅沼萬里教授 は,平 成8年3月23日 午後9時57分,胃 癌 のため逝去 され ま したる享年

6⑪歳。

浅沼教授 は,昭 和36年 京都大学経済学部を卒 業,引 き続 き同大学 院で学 ばれた後,同.

経 済学部助 手,助 教授 を経て昭和59年 教授 に就 任,同63年 か ら平成2年 まで評議員,同

5年 か ら7年3月 まで経 済学部長 を務め られ,本 学の管理運営 に多大 の貢献 をされ ま し

た。

教授 は、徹底 した実証主義 に立脚 し,国 内外 での詳細 な聞 き取 り調査 に基づ き,企 業

組織 及び企業 間取引の制度上の仕組み を解明されて きま した。また,理 論研究の面にお

いて も,自 らの実証研究の成果 に依拠 して,取 引費用 の経済学や契約理論箸の理論枠 組

の拡張 に努 められ てきま した。 とりわけ,自 動 車産業 のメーカー とサ プライ.ヤーの関係

につ いての..連 の研 究は,そ の独 創性 と厳密性 におい て,国 際的 にも高 く評価されてい

る ものです。.

まな 教授 は,学 部及.び大学院学生の教育 ・研究指導 に も熱心 に取 り組 まれ,多 くの

優.れた後進 を育成 されて きま したo

終始,研 究 と教育,学 部の発展 のために情熱 を燃や され,学 問の発展に大 きく貢献 さ

れ ま した教授 を,い ま失いま した ことは経 済学部 にと りま しても,誠 に痛恨 の極みであ

ります。

なお,教 授 は,3月23口 正四位 に叙せ られ,勲 三等旭 日中綬章を授 与されま した。

浅沼家では,3月26日,日 本 キ リス ト教団京都教会で.キ りス ト教式で葬儀 ・告別式

がお こなわれ,経 済学部においては,4月22日,教 授 の人柄 と学問的業績 を しのび,下

記の とお り,京 都大 学経済学部葬 をおこない ま した。

学部葬は,午 後2時,菊 池光造経済学部長の挨拶で始 ま り,黙 禧ののち,各 方 面よ り

弔辞,追 悼 講演,追 悼 談を承 り,御 遺族 を代表 して浅沼光太郎氏 の御挨拶 をいただきま

したのち,参 列者全 員が霊前 に献花 して,.午 後4時 半,と どこお りな く閉会 しま した.。

当 日,学 内外か ら多数 の御参列 をいただ き,厳 粛な うちに学部葬をおこな うこ とがで

きましたのは,御 遺族,弔 辞,追 悼講演,追 悼談,弔 電をいただ きま した諸先生,諸 先
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輩 を は じめ,参 加 者 一 同 の御 厚情 の賜 もので あ り,深 く感 謝 す る次 第 で あ ります 。

次 ぎ に,当 日 の,弔 辞,追 悼 講演,追 悼 談 を収 録 いた します 。

故 浅 沼 萬 里 教授 追悼 会

京 都 大 学 経 済 学 部 葬

平成8年4月22日(月)午 後2時 ～4時 半

京都大学法経第七教室

.式 次 第

1開 会

2京 都大学経 済学部長挨拶...菊 池 光 環 殿

3黙 薦

4弔 辞

京都大学総長 井 村 裕 夫 殿

京都大学名誉教授 山 田 浩 之.殿

スタンフォー ド大学教授 今L井 賢 一 殿

大学院浅沼ゼミナール学生 馬.駿 殿

京都大学経済研究所教授 有 賀 健 殿

京都大学経済学部同窓会長 鳥 井 道 夫 殿

年.弔 電披 露

6追 悼講演

故浅沼教授 の略歴 と業績 京都大学経済学部教授 赤 岡 功 殿

故浅 沼教授 の学問 を振 り返 って

スタン7ォ ー ド大学教授 青 木 昌 彦 殿

故浅沼教授 の人柄 を偲ぶ 京都大学経済学部教授 瀬 地 山 敏 殿

7追 悼 談

友人代表 甲南大学教授 熊 沢 誠 殿

演習卒業生代表 京都産業大学助教授 菊 谷 達 弥 殿

演習学生代表 三 田 栄 治 殿

弓 造族挨拶 浅 沼 光 太 郎 殿

9献 花

10閉 会

主催 京都大学経済学部
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挨 .拶

本 日は経済学部教授故 浅沼萬里教授経済学部葬 に当 りまして,皆 様 ご多忙 中の ところ

をこの場 にお運びいただ きあ りが とうござい ま した。

会を始める にあた りま して一言 ご挨拶 を申 し上げたい と存 じます。浅沼萬 里教授 は,

さる3月23日 午後9時57分 に逝去 され ま した。皆様 ご存知の とお り浅 沼萬 甲教授 は,昨

年の3月 まで2期,2年 にわた り経済学部長 をお務めで した。任期満 了で退 任され ま し

て,そ の後5月 の頃か ら身体の不調 を訴 えられ ま した。最初御 本人は肝臓 を心 配 してお

られたのですが,検.査 をされま して肝臓 の方 は何 ごと もない とい うことで私 も含 めま し

て周囲の者 も安堵いた したわけですが,.念 の為 にと言 うことで検査をされた ところ,胃

の上部 に異変がある とい うことが わか りま して7月 の初め に入院,そ して手術 を受 けら

れ ま した。手術の後,回 復 は順調 のように見 うけられ まして,大 変お痩 せにはな ったの

ですが,.秋 か らは教 育研 究のお仕事 に復帰 され ま した。 ご存知の とお り浅沼 萬里教授 は,

非常に誠実で責任 感の強い方で あ りま したので.,秋 以降 この2月 に至 るまで教育研究 に

本当に全力を投入されま した。

私は役 目の上か らも,ど うか御病気 のあとはご無理 をなさ らないよ うに と再 三申 し上

げたわ けなのですが,浅 沼萬里教授 のその様 な形での仕事への打ち込 み方 は今考 えます

と病気の再発或いはお命を縮める ことになったので はないか と悔や まれます 。何れ に し

ま して も2月 末に再度入院をされま して,.急 速 に体力 を失われたわけですが,一 方で最

後 まで浅沼さんは病気 と戦 うとい う強 い意志 を示 され ました。私 もしば しば病 院にお見

舞い しましたが,浅 沼さんはいつ も自分 のこれか らの研 究の問題,経 済学 部の これか ら

のこと,将 来の ことについて語 り続 けておられ ま した。ち ょうど亡 くなる4日 前で した

か,病 軍 にお見舞い したお りに も,浅 沼 さんは精神的 に強い方であ りま したか ら一言 も

弱音を吐いた りされませんで した。む しろ自分 の方か ら,こ れか らの経済学 部が如何 に

あるべ きかを話 し始め られま して,.二 人でか な り長時 間にわた ってそのよ うな話を続 け

た記憶が ございます。.

浅沼 さんは このよ うに して亡 くなられま したが,考 えてみ ます とこの学部 に学生 とし

て入 られ,大 学院,そ して教授 としての最後 の時 まで およそ40年 にわた ってこの経 済学

部 と共 に歩み をすすめ られたわけです。今浅沼 さんに亡 くなられてみます と,私 どもい

ろい ろな形で浅沼さんの生前の恩 恵を受 けたと思 います。私事を述べ ることをお許 しい
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ただ.けるな ら,私 は昭和37年 浅沼 さん と同時 に京都大学経済学部に入学 いた しま した。

それ以来40年 いろいろな場面で彼 と苦労 を共 にいた しました。そ して事 の処理 にあた り

まして ときに意見を異に したこ ともござい ま したが,こ の40年 間互 いに信 じあ う友 とし

て歩んでまい りま した。私自身にと りま して も,そ の ようなかけがえのない友 を失 うと..1

い うことにな りま した。

浅沼さんの業績や学 問につ いては後程 お話 もあ ると思い ますので,こ こでは浅 沼さん

の経済学部への貢献について触 れさせ てい ただ きます。浅沼さんは経済学 部に入学 し,

大学院 を経て直接に経 済学部のスタ ッフと して職 を奉 じられた とい う意味 では最後 の世

代 とい えると思います。つま りその働 。タ 。フは洞 醐 の私 絡 めてです洲 まぼ大 津

学院 を修了後は外にでる.そ の後 にも どって くる方 もお られますが,ほ ぼそのよ うな経

路を とられ ますので,全 くの生え抜 きとい うのは,お そ ら くこの学 部では浅沼さんが最

後で はないか と思 います。それ だけに浅沼 さんは,責 任感 の強い 方で もあ りま して ス

タ ッフにな られた助教授 時代か ら経 済学部 の教職員 の支柱 としての役割を担われ た と言.

えると思い ます。振 り返 って見 ます と大学紛争の時期,と りわ げ経 済学部 は もっとも厳

、iしい形で大学紛争 に直面 したわ けですが
,そ の解決 のため に浅沼さんは本 当に人 知れぬ

努力 を重ね られま した し,紛 争後 の経 済学部 の再建 のため に骨身を削 って尽力 されま し

た。 また近 くは評議員,学 部長 としての重責 を担われたわ けで ございます 。 とりわけ こ 樋.i

の数年 は全国的に進行 します大学改革 の流れ の巾で,当 学部 も大学 院重点化を.課題 とし

て取 り組む ことにな りま したが,そ の際 に浅沼 さんは学部長の任 にあ って本当に血の滲

む ような努力 をされま した。例 えば,大 学 院重点化構想の本格的な確立,京 都大 学経済

.研究所 との協力関係を揺 るぎ無 い ものに完成 させ る。或い は,大 学院人試 制度 の改革,

増 えて くる留学生 を含めた学位取得 プログラムの体系化,経 済学部 自己点検評価 の実施.:さ

等々,枚 挙 に暇ない ぐらいに学 部 ・大学 院の改革 の努力 を重ね られま した。ある意味で

はこれか らの経済学部の歩む方向の礎石.を,全 て据 えられた とい って も良いか と思いま

す。残 念なが ら浅沼 さん在任 中に,大 学院重 点化の ゴールまで到達 す る ことはで きな

か ったのですが,よ うや く平成8年 度 この4月 か ら,大 学院4専 攻の うち2専 攻 が重点 梶

化 され ま した。'引き続 き私 どもは.学 部改革 を行 って搦究科の再構 成 と完 成を 目指す と..

い うことにな りますが,.こ れ も考 えてみ ます と全て浅沼 さんが心血 を注 いで敷かれ た

レー ルの上 を,私 どもが走 るこ とになるわ けで ございます。その意味では,最 後 まで浅

沼 さんは京都大学経済学部のために身命 をか けてお尽 しにな りま した。私 どもも,経 済
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学部 と して,浅 沼 さんの大 きな貢献 を決 して忘れ るこ とはない とい う思いを込めま して,

この経済学部葬 を営む ことにな ったわけで ございます。

春 まだ浅い 日に浅沼教授 はお亡 くな りにな りま した。享年60才,こ れは今の時代 か ら

します とあ ま りに も早い ご逝 去であった と思 って お ります。 しか し,浅 沼さんが学問の

分野で,そ して経済学 部のために残 された 足跡 というの は非常 に大 きなものであ りま し

て,本 日は浅沼さんの学問,人 柄 を偲 びつつ皆様 とともに謹んで哀悼の意を表 したい と

思い ます。拙 い言葉を連ねま したが,式 の は じめ にあた りま して私の ご挨 拶にかえさせ.

ていただ きます 。

平成8年4月22日

京都大学経済学 部長 菊 池 光.造

弔 辞

京都大学経済学部教授 浅沼萬里博上のご逝 去の報 に接 し,京 都大学 を代表 して心 か

ら哀悼の意 を表 します。

故浅沼教授 は,昭 和36年 本学経 済学部 を卒業 され,同40年 経済学部助手,43年 助教授,

59年 教授 に就任 され,31年 にわた り本学 において研究 ・教育 に努めて こられ ました。 平

成5年4月 か ら7年3月 までは,経 済学部長,大 学院経済学研究科長 として,学 部,研

究科運営の重責を担 い,.大 学 院重点化 と学部の研究 ・教育の改善のため,身 を削ってご

尽力下さいま した。

浅沼教授 は,い つ も未来 を見つ め,新 しい理論,方 法を開拓 しよ うとする,創 造的 な

知性 の持 ち主で あ りま した。教授 は,経 営学,組 織 論,理 論経済 学にまたが る 「企業組

織 の経 済分析」 とい う分野で画期的な業績を挙げ られま した。特 に,日 本 の企業組織 と

系列 関係 につ いて,企 業の制度的特徴 とデー タの綿密 な実証分析 と理論研究 を行い,日

本企業 の長期取引関係の合理性,普 遍 性を評 価す る独創的 な研究成果 を発表され ました。

こ うして教授 は,日 本企 業の分 析を通 じて世界 の経営学,経 済学 の革新 に大 きな貢献を

され,世 界の多 くの研 究者か ら注 目される ことにな りま した。

また,浅 沼教授 は,大 学全体 の運営 に際 して も,評 議員,将 来構想 検討委 員会委員,

学生部委員,図 書 館商議 会商議 員等の要職 を歴任 され,渾 身.のカ を注いで事に当たられ

ました。国際交流 委員会 委員 として も,昭 和60年 か らご逝去 まで,8年 あま りの間,国
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際交流 の発展のため,献 身的にご努力 いただ きま したd特 に,平 成2年9月 か ら5年6

月まで は,同 委員会副委 員長 として,ト ロ ン ト大学,オ ックスフォー ド大学,ブ ラウ ン

大学 との交流協 定締結に大 きな役割 を果 たされ ま した。京都大学 を世界に紹 介する,英

文一覧編集委員長 として も,平 成元年か ら4年 間,英 文・.・覧第7版.第8版 の作成 のた

.幽 め,労 苦 をい とわず力を貸 して下さい ま した。

この ように,浅 沼教授 は,社 会 と学 問の新 しい課題 に対応 し,発 展の飛躍 台に立つ京

都大学 にとって,創 造 的な研究 の前進 と国際交流の充実 とい う両面か ら,全 精神 を傾 け,

情熱 を注いで リー ドして下さる,か けが えの ない方であ りました。

去 る3月23日 深夜,浅 沼教授が突然 お亡 くな りに なった とのお知 らせをいただい た と

き,私 は強い衝撃 を受 け,呆 然 といた しま した。研究 ・教育の歩みの半 ばに して,し か

も,こ れか らの研 究計画 をお立 てになっていた最中の,あ まりに も早す ぎるご逝去で あ

りました。まさに痛恨 の極みで あ ります。

思い返 します と,つ い1年 前 まで ご....結した部局長会議では,浅 沼教授,あ なた はい

つ も私のす ぐ前 に座 っておいで にな りま した。そ して,温 厚 で静かな語 りか たで,将 来

を見 通す構 想力 と緻密 な思考 に立脚 して,諄 々と自らの意見をお述べ にな りま した。私

はあなたのお話か ら京都大学の発展 にあるべ き方向 について,多 くの示唆 をいただいた

もので した。いま,あ なたが もう此の世 にお られず,も う永遠 にお話 しす ることもで き

ない と思います と,悲 しみが込み上げて まい ります。

浅 沼教授 。私達 は,あ なたの,未 来 を見つめて止まなか った創造 的な知性 と,日 本の

分析 か ら世界 に対 して発信す る国際的視野を受け継 ぎ,21世 紀 に向けて,京 都 大学 をさ

らに大 きく前進,発 展 させ るよう,全 力を尽 くしたい と思います。

どうぞ,安 らか にお眠 り下さい。

平 成8年4月22日

京都 大学総 長.井 村 裕 夫

弔 辞

浅沼 萬里 さん.幽

ロ ン ドンであなたの訃報 に接 し,.驚 愕いた しま した。 昨年夏 の入院手術の ときもたい

へん驚 きま したが,退 院後のあ なたの元気 な声 を.きき,す っか り安心 してお りました。
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ロン ドンか ら帰 った後,あ なた の京大定年後 のことについて或る提案 を もって伺 おう と

思 っていた矢先で した。 約35年 にわた る親 しい友人関係を急に断ち切 られ,今,私 は深

い悲 しみ ととま どい と何 ともい いよ うのない寂 しさ を覚えています。'

あなた と親 しくなったのは,昭 和36年 にあ なたが大学院 に入 って私達 の研究 会に参加

された時か らです 。あなたは経営学の研究を 目ざ して学問の道に入 られま した。私達 は

当時の先端 的な経 済学 の理論 の学習 に切磋琢磨いた しま した。あなたは緻密で粘 り強 い

思考 力 と鋭 い問題 意識 の持主で した。経済学 の理論 を経営学に適用す る という一貫 した

研究態度で,.一 歩 一歩新 しい地平 を切 り拓 き,浅 沼経営学を確 立 してゆかれ ま した。

とくに,オ リバー ・ウイ リアムソ ンの 「取引費用の経済学」を 自家薬篭 の もの として

行われた,日 本型経営 の研究 は,従 来 の研究水準を はるかに越 え るもの として世界の注

目を浴び る耀 しい業績 とな りま した。浅沼さ んの死は 日本の学界 に とつ.てまこ とに大 き

な不幸であ ります 。.あなたが京都大学経済学部の同僚 とな られてか らは,私 たちは友人

とい う以上 に同志 として固 く結 ばれ るように な りま した。

学園紛争 の時 も,私 が経済学部長の時 も,あ なたは大 きな流れをつかみつつ細部 まで

配慮 の行 き届いた方針 を打 ち出 して私.に助言 し.激 励 して下さいま した。 そ して私 の定

年退官 の ときに は,学 部長 として私 を送 って下 さいま した。 そのあなたが帰 らぬ人 と

な って しまった ことは,ま こ とに残念です。

しか し,あ なたの思い 出ぽ今後永 く私たちの胸の中で生 きつづ けるで しょう。そ して,

あなたの業 績はいつ まで も光芒 を発 しつづけ るで しょう.。浅沼さん,ど うか安 らか にお

眠 り下さい。

平 成8年4月22日

京都大学名誉教授 山 田 浩 之

弔 辞

浅沼萬里さん

ま ことに残念で す。無念 と しか言い ようがあ りません。重厚 で落ち着 いた雰 囲気 を持

つあなたが私 よ り年下 とは日頃感 じてお りませんで したが,私 よ り4歳 以 上も若いあ な

たが いま人生を閉 じるの はあ ま りにも早す ぎます。 しか し,あ なたの学者,.研 究者 と し

ての これまでの人生 は,ま ことに立派な もので した。年輪 を重 ねるにつれて光 り輝いて
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いま した。それだけに,あ なたの早世 が悔や まれて な りません。

浅沼 さん,あ なた と私 とは学 者 として多分 に同 じよ うな環境 にいた ように思います。

経営学 と経済学 とい う.2つ の分 野にかかわ り,両 者 のバランスに苦労 しなが らどち らか

といえば経済学 に軸足 をおいて,企 業 の内 と外 を分析 しようと共 に歩んで きた とで もい

補 うべ きで しょうか。

やや 寡黙 なあなた はそうい うことをか くべつ話されたわ けで はあ りませ んが,時 折の

短い会話 によってお互 い抱 えてい る問題は理解 しあ っていたよ うに感 じてい ます。 もう.

20年 近 くも前 にな りますが 「内部組織の経済学 」とい うような領域 にほぼ同時 に注 目し,

そ こで一緒に若干の仕事 を した り,ま た 日本の企業 ・産業 組織 の特徴 を外 国の研究者 に

理解可能なかたちで 実証 的に解明 しようとす る努力 の過程 で,私 はあなたの仕 事に大 い

に励まされて きま した。

あなたの仕事ぶ りは,満 州 に生 まれ 「萬里の長城」 に因んでつ け られ た といわれ るあ

なたの名前を体 現するかのよ うに,ま さに長城の礎石 を 「萬里」 に積み 重ねてゆ くよう.

な着実な ものであ り,私 には とても真似 ので きない もので した。その積 み重ね のなか か

ら幾つかの論.文の花 が咲 きそれが 世界 の 流 の学者か ら評価された とき,私 は同 じ環境

にいた もの として多少の嫉妬 とともに,こ れで世界の学界 に対 して 日本の企業 産業組織

を正当 に説明す るとい うわれわれの義務 を果たす道が 開かれた と安堵 した ことを,い ま

鮮 明に思い出 します。

浅沼 さん,そ のあなたの仕事が京都大学 の経 済学部長 とい う激職のために中断されか.

か った とき,私 はなん とも表現 し難い不安 に陥 らざるをえませ んで した。あなたが学 部

長 に選ばれ.そ れ を引 き受けざ るをえなか ったのは当然で止む をえない ことです。 しか

し浅沼 さん,あ なたの ように誠実で頼 りがいが あ り,そ して愚痴 をいわない人に大学 と

い う組織 は多 く.の仕事 を押 しつけがちなのです 。案 の定,あ なたが執筆 していた書物,

1年 前すで に6,7割 は出来た原稿を私に見せ て くれたその著作 の仕事 は,完 全 に中断

されて しまった ようです。学部長職 などにつけば,そ れ も止 むをえないことだ ったのか

も知れません.し か し,ち ょうどその時は,ま さに 日本の経 済システムが大 きな変革 を

迫 られ,あ なた の分析 の対象 と していた企業,産 業の実態が,が ら りと変わ ってい る時

期 で した。現実 を丹念 に調べ るあなたの研究方法か らすれば,こ の時期 に研究 を中断せ

ざるをえなか ったこ とは,断 腸の思 いだ ったにちがいあ りません。

私の経 験か らして も,そ の辛 さは想像がつ きます。それだけに,毛 の激務 とジレ ンマ
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か ら解放 された とき,あ なたはほん とうにホ ッとされたのだ と思い ます。そのわずか の

隙 に癌細胞 とい う悪魔が狙いをつ けたのではないで しょうか。その悪魔が,あ なたの萬

里 の長城構築をついに未完 の もの として.しま ったのです。

無念 とい うほかあ りません。

脅しか し,.あ なた は最後 まで書物 を完成 しよ うとい う意志 を失いませんで した。あなた

の義兄 にあた る中岡哲郎教授 に よれば,あ なたは病の 回復期 にも原稿 を書 き進め,最 終

章 だけが書 けないのを とて も苦にされていた とのこ とです。 あなた の死の数 日前,そ の

最終章 の構想 をなん とか聞 きだそ うとした中岡教授 は,涙 なが らにあなたの思い を語っ

て くれ ま した。 ここであ えて内容 には立 ち入 りませ んが,あ なたが最終章 に何 を書かね

ばな らぬ と考 えていたか は,私 には良 くわかるよ うな気が します。

しか し浅沼 さん,.あ なたの志,あ なたの問題,.あ なたの研究 プランは誰かが引 き継い

で ゆ くはずです。それがあなたがみずか ら選んだ学者,研 究者 とい う仕事 の良い ところ

.だ と思 います。 あなたの未完の最終章 に代わ るものはやが て誰かが書 くはずです。私が

京都 に来 て学 んだ好 きな言葉 に 「西田 を知 ることは彼 と同型 の問題 を抱いて生 きること

で ある」 というのがあ ります。い うまで もな く,こ こで西田 とい うのぽ京都大学のあな

たの大先輩,西 田幾太郎氏の ことでず。私 も借 越なが ら,あ なたの志 した ところ を学び,

あなた と同型 の問題 を抱 いて生 きてゆ きたい と考えています 。

これを もってお別れ の言葉 と します。 どうか安 らか にお眠 り下 さい。

平成8年4月22日

ス タンフ津一 ド大学教授 今 井 賢 一

弔 辞

先生,先 生,浅 沼先生

何 度,お 呼び して も,も う先 生か らお返事 をいただけない と思います と,私 どもの胸

は今 にもは りさけて しまいそうであ りますワ.

「先生,論 文の コメ ン トをお願い します」,「先生,推 薦状 をお願 い します⊥1月.17

日のゼ ミの終わ ゆに,既 に悪魔 のような病が先生のお体を蝕んでいる ことを全 く知らな

い私 どもは列に並んで先 生にこ うお願 い します と,先 生はいつ もの.ように丁寧 に ユ人1

人に対応 して下さいま した。今思 えぱ,こ の時が先生の大学院での最後のゼ ミになって
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しまい ま した。 この全 ての終わ りを,誰 が想像 したであ りま しょう。 新学期 のゼ ミを

待 ってお ります私 ど もは,突 然,あ のお声 を聞 くこと も,あ のお顔 を拝す るこ ともで き

`な くな りま した。なん としたことであ りましょう。私 どもは涙 もでないほ どであ ります。

先生,先 生はゼ ミの時,常 に,組 織経済理論の最新の研究を取 り上げ,論 文 の背景か

ρ ら,経 済現 象の解 明に対す る貢献 まで厳密 に,か つ分か りやす く私 どもに教 えて くださ

いま した。そ して,私 ど もの論文 につい ても,常 に,論 文の構 成か ら言葉 の使 い方 まで,

丁寧に,か つ厳格 に指導 して くだ さい ま した。私が別の論文に引用 された論文 を きちん

と読まずに引用 した ところ,先 生 は 「良心のない研究者にな るな」 と叱咤激励 され ま し

た。それ以来,私 は この言葉 を..生 の座右の銘 としてお ります 。.

しか し,先 生はご本人の論文 について の私 どもの未熟な意見に対 して,検 挙 に耳 を傾

けて くだされ,ど んなつ ま らない問題 について も真剣 に考えて くださいま した。そ して,

先生はいつ も,私 ど もの生活 にも大変気 を配 って下 さいま した。私 どもが奨学金の推薦

状をお願い します時,先 生 はどんなに忙 しくて も,熱 心に書いて下さいま した。先生,

先生が私の修士論文 の最終 チェ ックをして下 さったあの 日の ことを私 は一生忘れ ませ ん。

あの 日,先 生は朝 か ら晩 まで1食 もなさらず に私の論文を一言一句,丁 寧 にチェ ック し

て くだ さいま した。

中国語 には,「厳 師慈 父」 とい う学 問 に厳 しく,生 徒 に優 しい先生の ことを意味す る.

言葉があ ります。この言葉 はまさ しく私 どもの先生の為 にあ る言葉で あ ります。

私 どもは もう先生のご指 導をうけるこ とがで きません。 しか し,先 生が私 どもに教 え

て くだ さった ことは,い つ まで も私 どもの人生 を導いておいでにな ります。

先生,長 い間,お 教 え,お 導 きを受 けま した私 どもは,先 生の ご恩 に報 い られるはず

のない ことは よくよ く心得 てお ります。 しか し,私 ど もは世界の どこにいて も,先 生 の

ご指導 を忘れ ません。私 どもの心 には,先 生 のお姿 はきわめて気高 く,い つ まで も鮮や

か に残 ってい ます。私 どもは浅沼 ゼ ミの名 に恥 じない人生 を送 ることを固 く誓います。

先生,ど うぞ天国で永 く私 どもをおま もbく だ さい。

先生 静か に,静 かに私 どもと別れ ておいで にな りました先生,長 い問,た いへ んお

世話に な りま した。有 り難 うございま した。

平成8年4.月22日

大学 院生.(浅 沼 ゼ ミナ ール)馬 験

調

斗

一
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弔 辞

.浅沼先生 のも とで学 んだ数多 くのゼ ミ生の1人 として弔辞 を申 し上げ ます。浅沼先生

が逝かれ て早や1ヶ 月近 く経 ちます。 昨年夏 に入 院 ・手術 をされ,そ の後大学院の会議

でお.見か け した り,そ れ以外 にも様々な機会 におめにかか り,や は り随分やせ られて,

復調 なさるの には,暫 く時間がかか るなあ,と 思 ってお りま した。その ような私に とっ

て も,浅 沼先生 の死はあま りにも唐突 で,い まで も,お 亡 くな りにな った とい う実感 が

あ りませ ん。 ま してや,今 は京大か ら離れた地で生活す る大多数 のゼ ミ同窓生に とって

は,先 生 の死 は唐 突なばか りか,理 不 尽で信 じが たい悲 しい知 らせであ った と思います。

4半 世紀 も昔の ことにな る,私 がゼ ミ生で あった 頃の浅沼ゼ ミの風景 を想 い起 こしま

す と,先 生は とて も物静かで沈着冷静 なお人柄で,授 業 において も,・ 歩一歩,論 理 と

思考の道筋 を学生達に根 気強 く説明されるのが常で あ りま した。先生は この10年 間以一.ヒ

にわた り,企 業組織や企業間取 引 とい った,企 業経営の ミクロ分析に取 り組 まれ,重 要

な業績 を残されたのは皆様 ご存 知の とお りです。私が学生であ った ころは,学 生にはあ.

くまで標準的な ミクロ経 済学 の分析の重要性 を説かれてお られま した。先生 はまだ30代

なかば,気 鋭の理論家 として,ミ クロ経済学理論の深化 と発展に深 く関わ りあ う研究 を

なさって おいで で した。 そ の当 時は,ま だXeroxコ ピーが高価 なため,青 焼 きの コ

ピー用原紙 に,手 書 きのreportを 書 き,発 表 に備 えたのを懐か しく思 い出 します。先

生の授業 に出席 してか ら,20年 以上た ちます。私 に.は,先 生が声 を荒げ られ た記憶 さえ

あ りませんが,.ゼ ミで は,学 生 が自ら姿勢を正 し,日 頃は さぼっていて も,発 表 に備 え

る時は必死 にな るよ うな,心 地 よい厳 しさを先生はお持ちで した。

私が3年 生 であった年 に,先 生 はHarvard大 学 に留 学 され ま したが,そ の留学や,』

青木先生 との ご交流,さ らにはWil【iamson教 授 との出会いを通 じて.企 業組織 と企業

問関係の分 析 とい う大 きな研究課題 にた ど り着かれたのだ と想 います 。先生 のご研究 の

変化 と発展 は,70年 代か ら今 日にいた る,ミ クロ経済学の大 きな前進 と軌 を一 に した も

ので,先 生 の教 え られ る授業や ゼ ミもその足跡 をた どってい ったのだと想像 します。先

生の ご研究 はそのよ うに発展 し,深 ま りましたが,物 静かで真 摯なお人柄 と学生への接

し方は,恐 らく終 生お変わ りが なか ったのであろ うと信 じます。

学 問に王 道な しとは,ま ことに真実 をついた警句であ ります が,.先 生 は正 し くその警

句通 りに,王 道 を探すので はな く,正 々堂々 と長 く果て しない研 究の道 を歩 まれ ました。
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我々 もそ うあ りたい と思 います。浅沼先生は我々の思い出のなかにい らっしゃる以上 に,

我々の研究 のい しづ え として,重 要 な先行研究 として生 き続 けるので しょう。先生 は.

ご存 知のよ うに,長 いご研究の集大成 となる著作 の完成 を 目前 に亡 くな られ ま した。 さ

ぞか し無念 で,悔 しい思 いで闘病生活 を送 られた ことで しょう。幸 いに も,多 くの こ友

の 人のご協力 で,ご 遺稿 も出版 され る予定 と伺 ってお ります。 しか し,先 生 はきっ と遺稿

となる著作 を超 えて,更 に大 きな研 究課題 に胸ふ くらませ,計 画を構想 され ていた よう

な気 が します 。先生 はそ のお人柄か ら,決 して,そ の ような ことを私 にお話 された こと

はあ りませ んで したが,お 名前の ように,万 里をめ ぐる,壮 大 な研究計画 を心密か にお

持ちだ ったので はないで し ょうか?先 生に学んだ ものであ りなが ら,そ のような お話

.を伺 う機会 を とうと う逃 して しまった ことが何 よりも残 念でな りませ ん。私 もその よう

な夢 を持 ちたい と思 います。先生が,こ の次の研 究,そ してそのまた次 の研究へ向か う

糧 としで.お 持 ちで あった に違い ない大 きな夢を。

先生,長 い間有 り難 うござい ました。そ して,本 当にお疲れ様で した。安 らかに お休

み下 さい。

平成8年4月22日

京都大学経済研 究所教授 有 賀 健
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謹 んで京都大学経済学部,故 浅沼萬里教授 の ご霊前 に,経 済学部同 窓生 を代表 し,哀

悼 の言葉 を捧 げます。

本学部 同窓会が,会 員相互の絆 を強めつつ有る とき,本 会発展 のた め多大 のご尽力を

いただいた,浅 沼先生の ご逝去の報 に接 し,同 窓生一 同まこ とに悲 しく残念 の極みであ

ります。

思 えば京大経済学部 に縁のあ る者が,相 互の親 睦,交 流 を強 めよ うと.いう気運が盛 り

上が ったのは,京 大経済学 部70周 年を迎えた頃で した。 そのた め同窓会運営 に不可欠な,

1人1人 の消息 を尋ね,.ま とめてい く,繁 雑な同窓会名 簿づ くりが始 ま りました。浅沼

先生 は事務局 とともに献身的に ご協 力下さ り,名 簿は先 生が同 窓会理事長時代にほぼ完

成,晴 れ て陽 の目を見 ました。

今 日各地で活発 に同窓会が開かれ,和 や かに交 歓が行 われて いるの も,.ひ とえに浅沼
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先生 のご貢献 と情熱 に負 うところま ことに大 きい ものが あ ります。先生は学部長の要職

にあられ,日 々ご多忙 に も拘 わ らず,誠 実 なお人柄 どお り,各 地で開かれる総会にいつ

も心 を配 っておられ ました.と りわけ印象 深いのは,私 自身真只 中で被災 したあの阪神

大震災 の翌 日,大 阪支部総会に集 まられたメ ンバ ーのた めに,お して講演を された こと

で した。そ こに浅沼先生の ご人格 と,同 窓会への深い愛情 を感 じずに はお られ ません。

数 々のご業績 をあげてお られ る学問分野 で,先 生が常 に実証 的な方法で ご研究に取 り

組 んで こられ たことに,私 は大 きな感銘 と共感を覚えます。1人 の企業経営者 と して,

また日本 マーケティ ング協会の会長を務める身 として,私 ば,経 済学,経 営学は実際の

経済や産業 に即 した実学であ るべ きだ,と 常々考 えて参 りま した。

それだ けに先生の ご業績 を振 り返 るとき 「自動車産業 の部 品取 引の構造」「メー カー

とサプ ライヤーの関係」 など,象 牙の塔 に閉 じこもる ことな く,実 証 的な研究手法 に重

きをおかれ た先生 の学問的姿勢 に,心 か ら敬服す るものであ ります。先生の ご業績が国

内外 で高 く評価 され るの は,誠 に由あ る事 であ りま しょう。

グローバル時代 の今 日,日 本の進路,企 業に求め られる ものは,創 造的な思索,独 創

的な研 究で あ り,よ り高度 な専門知識 をもった人材の育 成です 。こ うした要請 に応 え,

経済学部では,学 部長時代 の浅沼先生が推進役 とな り,論 文 入試の実施,現 代経済学専

攻の設置,さ らに大学 院大学へ の改革な ど,将 来を見据 えた 自己変革 努力 を熱心 に行 っ

て こられま した。 長い歴 史 と輝か しい伝統を もつ学部の改革は,決 して容易 な もので は.

ないで.しょうが,新 たな飛翔へ の先頭 に立たれた浅沼先 生の.勇気 と決 断に,同 窓生 と し

て惜 しみない支援 の拍手 を贈 り,改 めて敬意 を表す るものであ ります 。

私事 にな りますが,浅 沼先生 のこの報告書 に,昭 和18年 の 「京都帝 国大学緯済学部授

業時間表」があ ります。 その年12月 は,私 もあの学徒動 員の1人 として出陣 した時です。

時間表 に高田先生,堀 江先生,汐 見先生 など懐か しいお名前 を発見 した時,暗 い時代で

はあ ったが紛れ もない我 が青春 の時代で あった ことを彷彿 として思い起 こしま した。 当

時の学生 にとって,か けがえのない貴重 な資料 を先生 は残 して くださいま した。

浅沼先生の国際的なスケールのご研究 と優秀 な後学育成の ご功績,さ らに志 半ばで あ

りま しょうが,経 済学部改革へ歩 みだ された偉大 なご足跡 は,い つまで も学 部の歴 史に

残 ることであ りましょう。先生 が母校 と卒業生 を固 く結んで くださ った数々のご貢献 に,

いま,限 りない感謝の気持 ちを込 めて,京 都大学経済学部同窓会 を代 表 し,お 別れ の言

葉 といた します。
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浅沼先 生 どうか安 らか に御眠 りください。

平成8年4月22日

京都大学経 済学部同窓会 会長 鳥 井 道 夫
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